
 

　この度、令和８年度 東京都小学校音楽教育研究会の会長に就任いたし
ました岡千恵です。1,300名を超える会員の皆様の研究活動の推進のため
に、微力ではございますが、精一杯、会長としての責務を果たしてまい
りたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。お引き受けする
に当たり、何度も躊躇いたしましたが、最終的には都小音研で育ててい
ただいた皆様方への感謝の気持ちが決意となりました。何を頼ってよい
か分からない20代に様々な先生方から資料を頂戴しました。30、40代で
都小音研大会や全国大会で試行錯誤しながら授業をさせていただいたこ
となどが教員人生の大きな糧となりました。その間、常任理事などを通
して、学校に還元することを念頭に仕事を教えていただきました。今こ
こに自分が立っていることは過分なことと恐縮しておりますが、都小音
研は互いの支えとなる研究を仲間と共に推進するところであるというこ
とは、実感としてお伝えできます。先輩方、そして都小音研でつながった研究仲間に心より感謝すると
共に、もっとよい授業をしたいという会員の集まりとして持続できるよう尽くしてまいります。
　さて、現代は、生成AI（人工知能）時代の教育の在り方が議論されています。素晴らしい能力に頼
る時代となりましたが、果たして、AIは対話をしているか、思考をしているかと言ったら、していま
せん。「できない」という回答はなく、それらしい回答は便利に返答してくれます。子供たちは、こう
した環境に置かれているのです。私たちには、真に人として対話をしたことにより、思考を深め、その
子らしい考えを引き出し、新たな学びにつなげていく教育が必要ではないでしょうか。これこそ、音楽
教育だからできることがたくさんあると、ワクワクしています。人間社会に芸術がなくならない理由は
あるはずです。AI時代だからこそ、人間が豊かになる音楽を通して子供たちの成長を促し次の時代に
つなげたいと考えます。
　そのために、どの子も音楽の授業を楽しみに待ち続ける授業を追究することは欠かせません。都小音
研としては、全体の研究主題は、今年度も「つなげよう　深めよう　生かそう　音楽の学びを」と設定
し、研修・研究を各地区、各研究会、ゾーン研究などを通して深めてまいります。次期学習指導要領で
は、改定に向け、３つの柱が示されました。深い学びの実践・多様性の包摂・実現可能性の確保です。
より深い学びに向かう方策を多様な個性に応じた授業展開により、具体的に実行可能な授業をつくって
いく、このことが自らの人生をかじ取りすることにつながるという壮大な願いです。今年度のゾーン研
究、中央Ｂゾーン大会でも具体的な取り組みを着々と進めています。都小音研として、このような願い
を実現できるよう、研究を推進してまいります。
　令和９年度は都小音研70周年を迎え、翌年、令和10年度は全国大会プレ大会、令和11年度には全国
大会東京大会を迎える道筋をつくる今年度とも考えています。全会員が協働的に研究活動に取り組める
よう尽力したいと思います。東京都の子供たちの未来につながる成長のために、昨年度の研究成果を生
かしつつ、充実した研究活動を、よろしくお願いいたします。

AI時代にもつながる仲間、
都小音研で在り続けたい
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会　報　　都　小　音　研

令和８・９年度　都小音研役員・運営機構　紹介
会　　長：岡　　　千　恵（新宿・江戸川小）

副 会 長：宮　内　敬　子（中野・武蔵台小）
　　　　　金　子　陽　子（板橋・新河岸小）
　　　　　永　井　美奈子（練馬・下石神井）
　　　　　笛　木　　　毅（世田谷・九品仏小）
　　　　　岡　﨑　奈緒子（豊島・高南小）
　　　　　半野田　　　恵（立川・第三小）

理 事 長：島　田　朋　子（練馬・大泉西小）

副理事長：堀之内　真理子（北・滝野川第二小）
　　　　　前　多　紀　子（練馬・光が丘秋の陽小）
　　　　　鈴　木　朱　代（文京・礫川小）

監　　事：峯　岸　敦　子（世田谷・砧南小）
　　　　　山　根　まどか（三鷹・北野小）
　　　　　山　田　まゆみ（江戸川・南小岩第二小）

庶務部長：根　本　潤　子（新宿・花園小）
　副部長：島　袋　亜矢子（新宿・富久小）
　　　　　矢　浦　直　子（新宿・戸山小）

会計部長：末　永　亜　由（中野・美鳩小）
　副部長：高　橋　冴　季（三鷹・第七小）
　　　　　大　賀　見枝子（世田谷・三宿小）
　　　　　白　田　友　加（葛飾・上平井小）

研究部長：星　野　朋　昭（板橋・板橋第六小）
　副部長：鈴　木　志津穂（板橋・桜川小）
　　　　　髙　野　　　恵（杉並・高井戸第四小）
　　　　　森　山　僚　子（大田・田園調布小）
　　　　　辻　　　　　周（目黒・鷹番小）
　　　　　細　野　有　希（板橋・板橋第七小）

調査部長：北　根　克　子（三鷹・北野小）
　副部長：野　﨑　眞　理（文京・駕籠町小）
　　　　　小　室　有　香（杉並・松庵小）
　　　　　槇　本　悦　子（立川・上砂川小）
　　　　　木　村　仁　美（板橋・蓮根第二小）
　　　　　巽　　　あいか（西東京・碧山小）

事業部長：伊　藤　友　貴（江戸川・下鎌田小）
　副部長：井　上　奈　々（千代田・千代田小）
　　　　　脇　田　秀　男（江戸川・清新第一小）
　　　　　小　原　　　梢（台東・蔵前小）

広報部長：小　林　　　聖（板橋・志村第四小）
　副部長：有　本　裕　美（世田谷・八幡小）
　　　　　猪　瀬　守　恵（葛飾・細田小）
　　　　　河　井　　　響（練馬・大泉小）
　　　　　小笠原　　　薫（練馬・春日小）

ICT部長：戸　波　奈々子（豊島・池袋小）
　副部長：細　谷　　　晋（武蔵野・第一小）
　　　　　酒　井　哲　志（品川・大原小）
　相談役：荻　野　　　仁（三鷹・南浦小）
　　　　　　　　　　　　

各 種 研 担 当 校 長

邦楽教育：堀之内　真理子
指 揮 法：島　田　朋　子

合　　唱：山　根　まどか
合　　奏：永　井　美奈子
電子楽器：前　多　紀　子
音楽授業：峯　岸　敦　子

即興表現：金　子　陽　子
管 楽 器：鈴　木　朱　代
編　　曲：宮　内　敬　子
鑑賞指導：玉　野　麻　衣

東京都小学校音楽教育研究会　第69回研究大会

令和８年度「中央Bゾーン大会」
（立川市・小金井市・日野市・東村山市・
　　国分寺市・国立市・東大和市・武蔵村山市）

『「やってみたい！」が広がる音楽科の授業
 　　　　　　～自分らしく学び続ける子～』
期日：令和９年１月 22 日（金）
会場：午前　立川市・小金井市
　　　　　　日野市・国分寺市　

各市小学校

　　　　※公開授業、研究協議
　　　午後　たましん RISURU ホール（立川市）
　　　　※ワークショップ、研究発表、
　　　　　講評・講演、全体合唱

今 年 度 の 主 な 予 定
令和 8年
10月８日（木）　理事会
　　　　　　　　（文京区立礫川小学校　15：30 ～）
令和９年
１月22日（金）　中央Bゾーン大会（左記参照）
２月６日（土）　音楽作品発表会　カスケードホール
３月11日（木）　理事会
　　　　　　　　（新宿区立江戸川小学校　15：30 ～）

大会主題



　都小音研の研究主題『つなげよう 深めよう 生かそう 音楽の学びを』は、令和元年度の全日音研総合大会小
学校部会研究大会より設定しているものです。この主題のもと、10の各種研究会および12地区のゾーンにおいて、
日々研究を推進しております。 昨年度、山の手Bゾーンでは大会主題に「生き生きと音楽に関わり、学びを広
げ 深め つなげる児童の育成」を掲げ、「なりたい自分になるために、音楽をどのように生かせるか」という視
点から、ウェルビーイングの実現に寄与する価値ある研究を展開しました。 
　本年度、そのバトンを受け継ぐ中央Bゾーン（立川・小金井・日野・東村山・国分寺・国立・東大和・武蔵村山）では、
『「やってみたい！」が広がる音楽科の授業 ～自分らしく学び続ける子～』という大会主題を設定いたしました。
令和９年１月22日（金）の大会開催に向け、現在、一丸となって研究を進めています。 
　私たちが目指すのは、すべての児童にとって「確かな学び」のある授業です。児童一人一人が音や音楽に主
体的に関わり、自分なりの感じ方や表現を認められ、そして、「分かった」「できた」「自分らしく表現できた」
という実感を味わえる授業のあり方を追究しています。「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充
実を図り、児童一人一人の可能性を最大限に引き出す研究に取り組んでまいります。

◆ 総会報告
　5月 14日（木）、新宿区立江戸川小学校にて総会が開催されました。
▶第一部：総　会
　〇祝辞：東京都教職員研修センター研修部教育開発課 指導主事　小岩太郎様より、「都小音研の実践は、国や都が示
す教育の方向性を、小学校音楽科の授業の中で具現化する大変意義ある取組です。今後も、児童一人一人が音楽の
よさや美しさを感じ取り、自分なりの思いや意図をもって表現し、友達とともに学びを深めることができるよう、
引き続き音楽科における授業改善と研究の実践にご尽力いただくことを期待しております。」とのご祝辞をいただき
ました。

　〇総会議事：議事は滞りなく進み、承認されました。 
　〇感謝状贈呈：長年にわたり都小音研にお力を尽くされた石井ゆきこ先生へ感謝状が授与されました。
▶第二部：研究会
　〇各種研究会紹介：都小音研の 10の研究会の代表者より、それぞれの研究会の活動内容について紹介がありました。
　〇中央 Bゾーンの研究について：研究部長からの大会研究主題や研究内容についての説明、４名の授業者の紹介の後、

髙倉弘光先生よりご講演をいただきました。
▶第三部：理事会
　〇運営各部より：運営各部からの連絡事項がありました。

◆講演報告 
　演題：「子どもの『みえ方』から展開する音楽授業のつくり方」
　講師：国立音楽大学附属小学校　副校長　髙倉　弘光 先生
 　「まずは『おちゃらか』で遊びませんか？」との髙倉先生の呼びかけで、
会員同士が「おちゃらか」を楽しむところから始まりました。髙倉先生のピ
アノ伴奏が、高くなったり、弱くなったり、だんだん速くなったり……楽し
い活動の中に、〔共通事項〕に関する要素がたくさん含まれています。この
ように具体的な実践を交えながら、ご講演を賜りました。
〇人生 107 年時代に必要な資質・能力
　今の大学生の約半分は 107歳まで生きると言われている。30年以上の老後
があることを踏まえて現行の学習指導要領の目的を考えると、それは「自分の幸せは自分で見付ける」ことができるよ
うになるためである。自分の幸せを考えるために必要な資質・能力と捉えたい。
〇キーワードに振り回されない
　「統合的な理解」「総合的な発揮」……等多くのキーワードがある。もちろん必要なものだが、キーワードに振り回さ
れるだけでは授業は上滑りしてしまう。常に、目の前の子供に目を向けながら授業をつくることが大切である。
〇子供からの「みえ方」を大事にした授業づくり
　中央Ｂゾーン大会主題の「やってみたい！」という言葉がとてもよい。子供が教師に付き合ってくれる建前の授業で
はなく、子供が「～したい！」と本音で思えるような授業づくりをしていきたい。音楽的な見方、考え方を獲得させる
ために、まず子供からその教材がどのように見えて（聴こえて）いるのか、から出発することが、どの子も取り残さず、
本当に分かることにつながる。
★１年生「ひのまる」の実践例から
・教科書は情報量が多いのでは？少しずつ、音の動きを極端にして示すと分かりやすい。
・ドレミ体操をしながら階名唱をする。ミだけ歌う、次はレだけ、というようにゲーム性を取り入れて何度も歌わせたい。
・歌った音を板書していくと、５音でできていることが分かる。「春の小川」、「茶つみ」、「さくらさくら」と経験を重ね
ていくことで、みえ方が見方に変わり、子供たちが気付くようになる。

・「４段のうち、自分が一番思いを込めて歌いたいところはどこですか？」→選んだ段を立って歌う。
・「ああ」とは？自分なりの「ああ　うつくしい」をやってみよう。
★３年生「ふじ山」の実践例から
・拍手でクレシェンド、デクレシェンドを楽しむ活動をする。
・教師の歌声に合わせて、強くしたいところ、弱くしたいところ、その度合いを拍手の強さで表す。
・「どういうところにみんなの拍手が集まったのかな？」→音が高くて長いところ、「ふじは日本一の山」という歌詞だか
ら、等に子供たちが気付く。

・長い音、高い音は強く歌いたくなるのが自然である、という知識や思考の共有。
〇「文脈」を考えて授業を構築する
　近い課題と遠い課題がある。どういう文脈の中で今日の授業があるのかを考えることが、深い学びにつながっていく。
　子供のみえ方を大切にし、常に学びの文脈を意識することで、子供たちの「やってみたい！」が続く授業をつくって
いくことができるのではないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：広報部）

－２－ －３－

　中央Bゾーン大会は、令和９年１月22日（金）に開催いたします。ゾーン改編に伴い、８市を【立川市・武蔵村
山市（鑑賞）】【小金井市・東大和市（音楽づくり）】【日野市・国立市（歌唱）】【国分寺市・東村山市（器楽）】の４
地区に分け、研究を進めています。
　大会主題は、『「やってみたい！」が広がる音楽科の授業 ～自分らしく学び続ける子～』です。この大会主題
の中には、児童が自分の思いや考えを大切に、多様な他者と関わりながら、得意なことを生かして主体的に学
び続けてほしい、という願いが込められています。
　各地区領域は異なりますが、研究授業の中で、一人一人が自分なりの感じ方や表現を認められ、その中で「分
かった」「表現できた」という実感をもつことができる児童の姿が多く見られる授業の実現を目指して、大会当
日までの残り７か月間、研究に励んでいきたいと思います。
　大会当日は、午前中に各地区の会場で、歌唱・器楽・音楽づくり・鑑賞の授業を公開します。午後は、たまし
ん RISURUホール（立川市）に参集し、作曲家の三宅悠太先生のワークショップ、そして研究発表、文部科学
省初等中等教育局　志民一成　視学官からご講演をいただき、最後は全体合唱を行います。多くの先生方に参
会していただき、２年半進めてきた研究を明日への授業へつなげていただければ幸いです。皆様のお越しを心
よりお待ちしております。

令和８年度  東京都小学校音楽教育研究会  総会・研究会・理事会  報告 今年度の研究について  研究部長　星野　朋昭（板橋区立板橋第六小学校）

中央Bゾーン大会に向けて  大会推進委員長　槇本　悦子（立川市立上砂川小学校）

　長い歴史と伝統を受け継ぎ、新たにアップデートされた「音楽作品発表会」も、今年度で第３回を迎えました。
個人での作品はもちろんのこと、グループでの作品、普段の音楽の授業から生まれた作品、図形楽譜での応募
も可能です。６月下旬に HP に掲載される応募要項をご覧のうえ、奮ってご応募くださいますようご案内申し
上げます。
（Ａ）課題詩の部（課題詩は６月下旬にＨＰに掲載されます。）
（Ｂ）自由作品の部　 自由ア（旋律のみのもの　自作の歌詞も可）
　　　　　　　　　　  自由イ（伴奏等がついたもの）
　　　　　　　　　　※図形楽譜も可とする。その場合、音源（CD）を添付すること。
◇作品受付期間　　　令和８年９月７日（月）～９月25日（金）
◇音楽作品発表会　　令和９年２月６日（土）　　会場：カスケードホール（千代田区）
◇作品応募に関する問合せ・応募先
　　　　　　千代田区立千代田小学校　井上　奈々
　　　　　　〒101－0048  千代田区神田司町２－16　TEL. 03－3256－6768　FAX. 03－5256－6822

　　第３回　音楽作品発表会について



　都小音研の研究主題『つなげよう 深めよう 生かそう 音楽の学びを』は、令和元年度の全日音研総合大会小
学校部会研究大会より設定しているものです。この主題のもと、10の各種研究会および12地区のゾーンにおいて、
日々研究を推進しております。 昨年度、山の手Bゾーンでは大会主題に「生き生きと音楽に関わり、学びを広
げ 深め つなげる児童の育成」を掲げ、「なりたい自分になるために、音楽をどのように生かせるか」という視
点から、ウェルビーイングの実現に寄与する価値ある研究を展開しました。 
　本年度、そのバトンを受け継ぐ中央Bゾーン（立川・小金井・日野・東村山・国分寺・国立・東大和・武蔵村山）では、
『「やってみたい！」が広がる音楽科の授業 ～自分らしく学び続ける子～』という大会主題を設定いたしました。
令和９年１月22日（金）の大会開催に向け、現在、一丸となって研究を進めています。 
　私たちが目指すのは、すべての児童にとって「確かな学び」のある授業です。児童一人一人が音や音楽に主
体的に関わり、自分なりの感じ方や表現を認められ、そして、「分かった」「できた」「自分らしく表現できた」
という実感を味わえる授業のあり方を追究しています。「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充
実を図り、児童一人一人の可能性を最大限に引き出す研究に取り組んでまいります。

◆総会報告
　5月 14日（木）、新宿区立江戸川小学校にて総会が開催されました。
▶第一部：総　会
　〇祝辞：東京都教職員研修センター研修部教育開発課 指導主事　小岩太郎様より、「都小音研の実践は、国や都が示
す教育の方向性を、小学校音楽科の授業の中で具現化する大変意義ある取組です。今後も、児童一人一人が音楽の
よさや美しさを感じ取り、自分なりの思いや意図をもって表現し、友達とともに学びを深めることができるよう、
引き続き音楽科における授業改善と研究の実践にご尽力いただくことを期待しております。」とのご祝辞をいただき
ました。

　〇総会議事：議事は滞りなく進み、承認されました。 
　〇感謝状贈呈：長年にわたり都小音研にお力を尽くされた石井ゆきこ先生へ感謝状が授与されました。
▶第二部：研究会
　〇各種研究会紹介：都小音研の 10の研究会の代表者より、それぞれの研究会の活動内容について紹介がありました。
　〇中央 Bゾーンの研究について：研究部長からの大会研究主題や研究内容についての説明、４名の授業者の紹介の後、

髙倉弘光先生よりご講演をいただきました。
▶第三部：理事会
　〇運営各部より：運営各部からの連絡事項がありました。

◆講演報告 
　演題：「子どもの『みえ方』から展開する音楽授業のつくり方」
　講師：国立音楽大学附属小学校　副校長　髙倉　弘光 先生
 　「まずは『おちゃらか』で遊びませんか？」との髙倉先生の呼びかけで、
会員同士が「おちゃらか」を楽しむところから始まりました。髙倉先生のピ
アノ伴奏が、高くなったり、弱くなったり、だんだん速くなったり……楽し
い活動の中に、〔共通事項〕に関する要素がたくさん含まれています。この
ように具体的な実践を交えながら、ご講演を賜りました。
〇人生 107 年時代に必要な資質・能力
　今の大学生の約半分は 107歳まで生きると言われている。30年以上の老後
があることを踏まえて現行の学習指導要領の目的を考えると、それは「自分の幸せは自分で見付ける」ことができるよ
うになるためである。自分の幸せを考えるために必要な資質・能力と捉えたい。
〇キーワードに振り回されない
　「統合的な理解」「総合的な発揮」……等多くのキーワードがある。もちろん必要なものだが、キーワードに振り回さ
れるだけでは授業は上滑りしてしまう。常に、目の前の子供に目を向けながら授業をつくることが大切である。
〇子供からの「みえ方」を大事にした授業づくり
　中央Ｂゾーン大会主題の「やってみたい！」という言葉がとてもよい。子供が教師に付き合ってくれる建前の授業で
はなく、子供が「～したい！」と本音で思えるような授業づくりをしていきたい。音楽的な見方、考え方を獲得させる
ために、まず子供からその教材がどのように見えて（聴こえて）いるのか、から出発することが、どの子も取り残さず、
本当に分かることにつながる。
★１年生「ひのまる」の実践例から
・教科書は情報量が多いのでは？少しずつ、音の動きを極端にして示すと分かりやすい。
・ドレミ体操をしながら階名唱をする。ミだけ歌う、次はレだけ、というようにゲーム性を取り入れて何度も歌わせたい。
・歌った音を板書していくと、５音でできていることが分かる。「春の小川」、「茶つみ」、「さくらさくら」と経験を重ね
ていくことで、みえ方が見方に変わり、子供たちが気付くようになる。
・「４段のうち、自分が一番思いを込めて歌いたいところはどこですか？」→選んだ段を立って歌う。
・「ああ」とは？自分なりの「ああ　うつくしい」をやってみよう。
★３年生「ふじ山」の実践例から
・拍手でクレシェンド、デクレシェンドを楽しむ活動をする。
・教師の歌声に合わせて、強くしたいところ、弱くしたいところ、その度合いを拍手の強さで表す。
・「どういうところにみんなの拍手が集まったのかな？」→音が高くて長いところ、「ふじは日本一の山」という歌詞だか
ら、等に子供たちが気付く。
・長い音、高い音は強く歌いたくなるのが自然である、という知識や思考の共有。
〇「文脈」を考えて授業を構築する
　近い課題と遠い課題がある。どういう文脈の中で今日の授業があるのかを考えることが、深い学びにつながっていく。
　子供のみえ方を大切にし、常に学びの文脈を意識することで、子供たちの「やってみたい！」が続く授業をつくって
いくことができるのではないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：広報部）

－２－ －３－

　中央Bゾーン大会は、令和９年１月22日（金）に開催いたします。ゾーン改編に伴い、８市を【立川市・武蔵村
山市（鑑賞）】【小金井市・東大和市（音楽づくり）】【日野市・国立市（歌唱）】【国分寺市・東村山市（器楽）】の４
地区に分け、研究を進めています。
　大会主題は、『「やってみたい！」が広がる音楽科の授業 ～自分らしく学び続ける子～』です。この大会主題
の中には、児童が自分の思いや考えを大切に、多様な他者と関わりながら、得意なことを生かして主体的に学
び続けてほしい、という願いが込められています。
　各地区領域は異なりますが、研究授業の中で、一人一人が自分なりの感じ方や表現を認められ、その中で「分
かった」「表現できた」という実感をもつことができる児童の姿が多く見られる授業の実現を目指して、大会当
日までの残り７か月間、研究に励んでいきたいと思います。
　大会当日は、午前中に各地区の会場で、歌唱・器楽・音楽づくり・鑑賞の授業を公開します。午後は、たまし
ん RISURUホール（立川市）に参集し、作曲家の三宅悠太先生のワークショップ、そして研究発表、文部科学
省初等中等教育局　志民一成　視学官からご講演をいただき、最後は全体合唱を行います。多くの先生方に参
会していただき、２年半進めてきた研究を明日への授業へつなげていただければ幸いです。皆様のお越しを心
よりお待ちしております。

令和８年度  東京都小学校音楽教育研究会  総会・研究会・理事会  報告 今年度の研究について  研究部長　星野　朋昭（板橋区立板橋第六小学校）

中央Bゾーン大会に向けて  大会推進委員長　槇本　悦子（立川市立上砂川小学校）

　長い歴史と伝統を受け継ぎ、新たにアップデートされた「音楽作品発表会」も、今年度で第３回を迎えました。
個人での作品はもちろんのこと、グループでの作品、普段の音楽の授業から生まれた作品、図形楽譜での応募
も可能です。６月下旬に HP に掲載される応募要項をご覧のうえ、奮ってご応募くださいますようご案内申し
上げます。
（Ａ）課題詩の部（課題詩は６月下旬にＨＰに掲載されます。）
（Ｂ）自由作品の部　 自由ア（旋律のみのもの　自作の歌詞も可）
　　　　　　　　　　  自由イ（伴奏等がついたもの）
　　　　　　　　　　※図形楽譜も可とする。その場合、音源（CD）を添付すること。
◇作品受付期間　　　令和８年９月７日（月）～９月25日（金）
◇音楽作品発表会　　令和９年２月６日（土）　　会場：カスケードホール（千代田区）
◇作品応募に関する問合せ・応募先
　　　　　　千代田区立千代田小学校　井上　奈々
　　　　　　〒101－0048  千代田区神田司町２－16　TEL. 03－3256－6768　FAX. 03－5256－6822

　　第３回　音楽作品発表会について



 

　この度、令和８年度 東京都小学校音楽教育研究会の会長に就任いたし
ました岡千恵です。1,300名を超える会員の皆様の研究活動の推進のため
に、微力ではございますが、精一杯、会長としての責務を果たしてまい
りたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。お引き受けする
に当たり、何度も躊躇いたしましたが、最終的には都小音研で育ててい
ただいた皆様方への感謝の気持ちが決意となりました。何を頼ってよい
か分からない20代に様々な先生方から資料を頂戴しました。30、40代で
都小音研大会や全国大会で試行錯誤しながら授業をさせていただいたこ
となどが教員人生の大きな糧となりました。その間、常任理事などを通
して、学校に還元することを念頭に仕事を教えていただきました。今こ
こに自分が立っていることは過分なことと恐縮しておりますが、都小音
研は互いの支えとなる研究を仲間と共に推進するところであるというこ
とは、実感としてお伝えできます。先輩方、そして都小音研でつながった研究仲間に心より感謝すると
共に、もっとよい授業をしたいという会員の集まりとして持続できるよう尽くしてまいります。
　さて、現代は、生成AI（人工知能）時代の教育の在り方が議論されています。素晴らしい能力に頼
る時代となりましたが、果たして、AIは対話をしているか、思考をしているかと言ったら、していま
せん。「できない」という回答はなく、それらしい回答は便利に返答してくれます。子供たちは、こう
した環境に置かれているのです。私たちには、真に人として対話をしたことにより、思考を深め、その
子らしい考えを引き出し、新たな学びにつなげていく教育が必要ではないでしょうか。これこそ、音楽
教育だからできることがたくさんあると、ワクワクしています。人間社会に芸術がなくならない理由は
あるはずです。AI時代だからこそ、人間が豊かになる音楽を通して子供たちの成長を促し次の時代に
つなげたいと考えます。
　そのために、どの子も音楽の授業を楽しみに待ち続ける授業を追究することは欠かせません。都小音
研としては、全体の研究主題は、今年度も「つなげよう　深めよう　生かそう　音楽の学びを」と設定
し、研修・研究を各地区、各研究会、ゾーン研究などを通して深めてまいります。次期学習指導要領で
は、改定に向け、３つの柱が示されました。深い学びの実践・多様性の包摂・実現可能性の確保です。
より深い学びに向かう方策を多様な個性に応じた授業展開により、具体的に実行可能な授業をつくって
いく、このことが自らの人生をかじ取りすることにつながるという壮大な願いです。今年度のゾーン研
究、中央Ｂゾーン大会でも具体的な取り組みを着々と進めています。都小音研として、このような願い
を実現できるよう、研究を推進してまいります。
　令和９年度は都小音研70周年を迎え、翌年、令和10年度は全国大会プレ大会、令和11年度には全国
大会東京大会を迎える道筋をつくる今年度とも考えています。全会員が協働的に研究活動に取り組める
よう尽力したいと思います。東京都の子供たちの未来につながる成長のために、昨年度の研究成果を生
かしつつ、充実した研究活動を、よろしくお願いいたします。

AI時代にもつながる仲間、
都小音研で在り続けたい
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東京都小学校音楽教育研究会
会　長　 岡　　 千  恵
（新宿区立江戸川小学校長）

会　報　　都　小　音　研

令和８・９年度　都小音研役員・運営機構　紹介
会　　長：岡　　　千　恵（新宿・江戸川小）

副 会 長：宮　内　敬　子（中野・武蔵台小）
　　　　　金　子　陽　子（板橋・新河岸小）
　　　　　永　井　美奈子（練馬・下石神井）
　　　　　笛　木　　　毅（世田谷・九品仏小）
　　　　　岡　﨑　奈緒子（豊島・高南小）
　　　　　半野田　　　恵（立川・第三小）

理 事 長：島　田　朋　子（練馬・大泉西小）

副理事長：堀之内　真理子（北・滝野川第二小）
　　　　　前　多　紀　子（練馬・光が丘秋の陽小）
　　　　　鈴　木　朱　代（文京・礫川小）

監　　事：峯　岸　敦　子（世田谷・砧南小）
　　　　　山　根　まどか（三鷹・北野小）
　　　　　山　田　まゆみ（江戸川・南小岩第二小）

庶務部長：根　本　潤　子（新宿・花園小）
　副部長：島　袋　亜矢子（新宿・富久小）
　　　　　矢　浦　直　子（新宿・戸山小）

会計部長：末　永　亜　由（中野・美鳩小）
　副部長：高　橋　冴　季（三鷹・第七小）
　　　　　大　賀　見枝子（世田谷・三宿小）
　　　　　白　田　友　加（葛飾・上平井小）

研究部長：星　野　朋　昭（板橋・板橋第六小）
　副部長：鈴　木　志津穂（板橋・桜川小）
　　　　　髙　野　　　恵（杉並・高井戸第四小）
　　　　　森　山　僚　子（大田・田園調布小）
　　　　　辻　　　　　周（目黒・鷹番小）
　　　　　細　野　有　希（板橋・板橋第七小）

調査部長：北　根　克　子（三鷹・北野小）
　副部長：野　﨑　眞　理（文京・駕籠町小）
　　　　　小　室　有　香（杉並・松庵小）
　　　　　槇　本　悦　子（立川・上砂川小）
　　　　　木　村　仁　美（板橋・蓮根第二小）
　　　　　巽　　　あいか（西東京・碧山小）

事業部長：伊　藤　友　貴（江戸川・下鎌田小）
　副部長：井　上　奈　々（千代田・千代田小）
　　　　　脇　田　秀　男（江戸川・清新第一小）
　　　　　小　原　　　梢（台東・蔵前小）

広報部長：小　林　　　聖（板橋・志村第四小）
　副部長：有　本　裕　美（世田谷・八幡小）
　　　　　猪　瀬　守　恵（葛飾・細田小）
　　　　　河　井　　　響（練馬・大泉小）
　　　　　小笠原　　　薫（練馬・春日小）

ICT部長：戸　波　奈々子（豊島・池袋小）
　副部長：細　谷　　　晋（武蔵野・第一小）
　　　　　酒　井　哲　志（品川・大原小）
　相談役：荻　野　　　仁（三鷹・南浦小）
　　　　　　　　　　　　

各 種 研 担 当 校 長

邦楽教育：堀之内　真理子
指 揮 法：島　田　朋　子

合　　唱：山　根　まどか
合　　奏：永　井　美奈子
電子楽器：前　多　紀　子
音楽授業：峯　岸　敦　子

即興表現：金　子　陽　子
管 楽 器：鈴　木　朱　代
編　　曲：宮　内　敬　子
鑑賞指導：玉　野　麻　衣

東京都小学校音楽教育研究会　第69回研究大会

令和８年度「中央Bゾーン大会」
（立川市・小金井市・日野市・東村山市・
　　国分寺市・国立市・東大和市・武蔵村山市）

『「やってみたい！」が広がる音楽科の授業
 　　　　　　～自分らしく学び続ける子～』
期日：令和９年１月 22 日（金）
会場：午前　立川市・小金井市
　　　　　　日野市・国分寺市　

各市小学校

　　　　※公開授業、研究協議
　　　午後　たましん RISURU ホール（立川市）
　　　　※ワークショップ、研究発表、
　　　　　講評・講演、全体合唱

今 年 度 の 主 な 予 定
令和 8年
10月８日（木）　理事会
　　　　　　　　（文京区立礫川小学校　15：30 ～）
令和９年
１月22日（金）　中央Bゾーン大会（左記参照）
２月６日（土）　音楽作品発表会　カスケードホール
３月11日（木）　理事会
　　　　　　　　（新宿区立江戸川小学校　15：30 ～）

大会主題


